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環境にやさしい製品と人にやさしい製品

環境にやさしい省エネツール・車両システム

日本全体でのCO2排出量のうち、運輸部門が占める割合は24％であり、そのうちのほぼ9割が自動車から排
出されるCO2です。そのため、自動車が排出するCO2を削減することは大きな課題であり、なかでも自動車全
体の45％を占めるディーゼル車が担う役割は大きいと考えられます。

【当社調べ】

ディーゼルエンジンは熱効率が高く、ガソリンエンジンなど他の内燃機関に比べて低燃費でCO2排出量が少
ないため、地球温暖化対策の切り札といわれています。しかし、その普及には年々厳しくなるNOx、PMなどの
排出ガス規制との戦いがあります。
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【当社調べ】

運送業を営むお客様にとって、排ガス規制などの環境保全対策はもちろんのこと、燃費向上や効率的な運搬
でのコスト削減、安全な運行は常に課題となる重要な問題です。
社会の環境意識が高まる中で、お客様は、ハイブリッド車などの低公害車や代替燃料車を導入し省エネ運転

を実践することで、環境負荷低減に日々努めています。しかし近年の燃料費高騰の影響もあり、低公害車導入
を推進したいという思いが強い一方、新しい車両を導入するにはコストがかかるというジレンマを抱えていま
す。
日野自動車は、地球温暖化抑制、省エネルギーの推進のために、さまざまな技術でお客様の課題と向き合っ

ています。環境保全に配慮した、ディーゼルエンジン、ハイブリッド技術などハードの技術と、誰が運転して
も省エネ運転になるようなソフトの技術で常にお客様の期待に応えていきたいと考えています。

■トラック運送をとりまく課題



日野自動車では、CO2排出量の削減と、お客様のコスト削減に貢献する7つの環境にやさしい省エネツール・
車両システムをご提案しています。

ドライバーにやさしい安全なシステム

トラックやバスなどを運行する運送事業を営むお客様にとって、安全な運行は何よりも、重要視される問題
です。トラック、バスを運転をするドライバーは長時間、長距離を運転することが多く、運転頻度も高いた
め、ドライバーの安全を守り、事故を未然に防止することが求められています。

■高速道路での大型トラックによる死亡事故

【出典：国土交通省自動車交通局　平成17年度　車両安全対策の現状より】

日野自動車では、事故を防止するための安全機能を高めたシステム、「プリクラッシュセーフティ」をトヨ
タ自動車と共同で開発し、世界で初めて商用車用の追突被害軽減のブレーキシステムを商品化しました。この
商品は大型トラック用追突被害軽減ブレーキシステムとともに、ドライバーの顔の向きや目の開閉状態の検知
機能を追加して安全性をさらに高めたものです。



日野自動車では「安全フロントランナー」として、今後もこのような先進的な技術の開発と商品化・普及を
推進することなどを通じて、モビリティ社会の究極の願いである「交通事故死傷者低減」を目指します。




